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次号予告　　60 巻　12 号 ヘッドライン　：　ものが劣化するということ

　資源小国である日本であるが，ある見方からすると金属資源の大国になるとい
う。家電製品などの廃棄物を，金属資源の潜在的な「宝庫」として捉えることがで
きる「都市鉱山」が注目されている。また，近年レアメタルをはじめとする金属価
格が高騰し，潜在的資源である都市鉱山への注目度が一層高まっている。現在行わ
れている金属のリサイクルについて，その意義と現状，問題点を紹介する。


